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 会議録 

 

会議の名称 令和８年度第１回東松山市地域自立支援協議会全体会 

開 催 日 時 令和８年７月２９日（水曜日） 
開会 午後２時 

閉会 午後４時 

開 催 場 所 東松山市総合会館多目的ホールＢ 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事 

（１）各連絡会議からの報告 

（２）具体的事例を通じて地域課題を考える～各取組に関連する実例の共有～ 

（３）その他 

４ その他 

公開・非公開の別 公開 傍 聴 者 数 ０人 

委員出欠状況 

会 長 朝日 雅也  出 委 員 佐藤 美奈  出 

委 員 丹羽 彩文 出 委 員 矢部 智之 欠 

委 員 岸澤 進 出 委 員 浅野 聖子 出 

委 員 武田 耕典 欠 委 員 南澤 甫 出 

委 員 松井 治子 出 委 員 横田 大輔 欠 

委 員 上野 秀爾 出 委 員 狐塚 汐里 出 

委 員 池永 和美 出 委 員 稲葉 昌弘 欠 

委 員 西川 光治 出 委 員 西 聡 出 

委 員 小野 徹生 欠 委 員 磯﨑 祐子  欠 

委 員 奥村 一彦 出 委 員 渡邉 正巳 出 

委 員 若尾 勝己  欠 委 員 榎本 淳也 欠 

委 員 黒田 保秀 出 委 員 田中 久 出 

委 員 井上 則子 出 委 員 山名 朋子 出 

委 員 大石 和夫 出 委 員 内田 恵子 出 

委 員 田原 祐己子 欠 委 員 柴崎 恭史 出 

委 員 山口 剛史 出 委 員 荻原 久美子 出 

各プロジェクト・

連絡会議 

東松山障害者就労支援センター 木村 孝 東松山市社会福祉協議会 島 香織 

西部・比企地域支援センター 秋山 操 西部・比企地域支援センター 南澤 甫 

事 務 局 

健康福祉部  柳沢部長 健康福祉部  加藤次長 

障害者福祉課 荻原課長 障害者福祉課 吉野副課長 

障害者福祉課 小松主査 障害者福祉課 大曽根主査 

障害者福祉課 金子主任  
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次 第 顛 末 

１ 開会 

事務局 

（障害者福祉課 

金子主任） 

 

 

 

 

 

 

２ あいさつ 

朝日会長 

 

事務局 

（障害者福祉課 

金子主任） 

 

 

 

３ 議事 

事務局 

（障害者福祉課 

金子主任） 

 

朝日会長 

 

 

 

 

 

 

  委員一同 

 

  朝日会長 

 

 

事務局 

（障害者福祉課 

 

皆様 こんにちは。 

本日はお忙しい中、お集まりをいただきまして誠にありがとうござい

ます。 

私は、本日の司会を担当いたします障害者福祉課の金子と申します。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

それでは、ただいまから令和８年度第１回東松山市地域自立支援協議

会全体会を開会いたします。 

はじめに、朝日会長よりご挨拶いただきます。 

 

 

― 挨拶 ― 

 

ありがとうございました。 

本日の会議の会議録作成にあたり、出席委員２名の方に署名をお願い

したいと存じます。本日の会議録につきましては、上野委員と狐塚委員

にお願いいたします。後日、会議録ができましたら事務局よりご連絡を

申し上げますので御署名をお願いいたします。 

 

 

それでは議事に入ります。議事につきましては、東松山市地域自立支

援協議会開催要綱により、会長が進行を務めることとなっておりますの

で、朝日会長よろしくお願いいたします。 

 

では、しばらくの間、議事を進行してまいりますので、皆様方のご協力

をよろしくお願いいたします。 

まず、議事に入る前に、確認事項がございます。東松山市審議会等の会

議の公開に関する要綱では、会議の公開・非公開の決定を会に諮って決

めることになっております。本日の会議を公開の会議といたしまして、

会議資料や会議録を公表してよろしいでしょうか。 

  

― 異議なし ― 

 

それでは、本日の会議は公開とします。事務局に確認です。本日、傍聴

希望者の方はいらっしゃいますか。 

 

いらっしゃいません。 
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 金子主任） 

  

朝日会長 

 

 

 

 

 

 

木村リーダー 

 

朝日会長 

 

 

島リーダー 

 

朝日会長 

 

 

秋山リーダー 

 

朝日会長 

 

南澤リーダー 

 

朝日会長 

 

 

 

 

 

 

 

内田委員 

 

 

 

朝日会長 

 

 

 

 

では、議事に移ります。次第に従って進めてまいります。議事の（１）

各連絡会議からの報告です。各連絡会議から令和８年度の進捗について

ご報告をいただきたいと思います。 

皆様からの質疑応答につきましては、全ての報告が終わった後で、お

願いをしたいと思います。それでは、障害者進路支援連絡会議からお願

いをしたいと思います。 

 

― 障害者進路支援連絡会議について報告 ― 

 

続いて、障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議から報告を

お願いします。 

 

― 障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議について報告 ― 

 

続いて、医療的ケア児者を支えるネットワーク会議から報告をお願い

します。 

 

― 医療的ケア児者を支えるネットワーク会議について報告 ― 

 

続いて、地域生活支援拠点等連絡会議から報告をお願いします。 

 

― 地域生活支援拠点等連絡会議について報告 ― 

 

ただいま各連絡会議から報告がございました。委員の皆様からご質問

やご意見があればいただきたいと思います。まずは、障害者進路支援連

絡会議について、ご質問、ご意見のある方はいらっしゃいますか。 

私からの質問ですが、キャリアデザインフォーラムは、市内の小、中学

校に通学する児童の保護者全員に案内をしたのが非常に効果的だったと

思うのですが、わかる範囲でよいのですが、児童・生徒数は何人位でしょ

うか。 

 

学校教育課長の内田です。市内の中学校の生徒数は２，１６０人であ

り、うち８０人が特別支援級です。市内の小学校の児童数は４，２７１人

であり、うち２７１人が特別支援級です。 

 

ありがとうございました。特別支援級、普通級に関わらず全ての児童

に情報提供するということに意味があるということを改めて感じさせて

いただきました。 
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丹羽委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

 

 

 

西川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

 

 

渡邉委員 

 

 

 

 

 

 

朝日会長からもご意見があったとおり、保護者連絡ツールを使って周

知ができたことで参加人数が大幅に増えたということや、私自身が進路

支援連絡会議の初代担当をしていた中で、キャリアデザインフォーラム

を始めた際にあえて障害という言葉を使わずに作ったフォーラムがこの

ようなユニバーサルな取り組みになり、しかもそれが自立支援協議会の

障害のある人たちに広がっていったこと、この広がり方が東松山らしく

てとてもよい取り組みになったと感慨深く感じました。さらに、ＩＣＴ

を活用しながら福祉と教育が連携できたということもとても嬉しく思い

ました。 

 

ありがとうございました。ユニバーサルな形で障害者という区分けを

しないキャリアというところが特徴というお話でした。今回から中学校

長会から西川委員にご参加をいただいておりますが、中学校の立場や、

保護者へのご案内という点でご意見やご感想をいただければと思いま

す。 

 

 本校は特別支援学級が多く、４クラスありますので、やはり保護者は

中学校卒業後の進路について非常に関心が高いです。なので、将来を考

える機会の提供や、特別支援学校を選択するのか普通学校を選択するの

かという情報は丁寧に伝えていく必要がありますので、こういった機会

があるのはありがたいです。恐らく保護者もそういった思いがあるので、

参加していただけるのかと思います。こういった機会を大事にしながら

支援をしていきたいと思いますので、ぜひ今後も周知をしていただけた

らと思います。また、特別支援学級に通う生徒でも、高校は普通学校への

進学を考えている保護者やこどももいますので、そういった情報も示し

ながら、特別支援学校の情報が少ないというところもありますので、そ

ういったところを伝えていただければと思っております。 

 

 ありがとうございました。やはり選択できる情報を的確に届けていく

ということの取組の成果だと思いました。また、ハローワークの立場で、

渡邉委員から、障害者進路支援連絡会議の取組について何かご意見やご

感想があればお願いしたいと思います。 

 

 障害者以外の方でも、中学校を卒業してすぐに就職する人数自体が減

っているという面があります。また、現状、かなりの人手不足というとこ

ろもありますので、ハローワークとしては就労支援という面からは何が

できるかということや、企業からも何をやってもらうかというところで、

難しいと感じております。 
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朝日会長 

 

山名委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

 

事務局 

（障害者福祉課 

小松主査） 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

 

山名委員 

 

 

朝日会長 

 

 

佐藤副会長 

 

 ありがとうございました。ほかにはよろしいでしょうか。 

 

今回、キャリアデザインフォーラムに初めて参加しました。参加した

感想ですが、まず、申し込みの際のアンケートは非常に詳しく取られて

いる感じがして、悩みながらも回答して当日参加させていただきました。

第一部のサービス利用の資料がすごくわかりやすくてよかったと感じま

した。たまたまＳＮＳで昨年１０月から就労選択支援のサービスが始ま

ったということを知ったので、それに関する内容も聞けるかなと思って

いたところ、まさにその話が聞けたのでよかったと思いました。また、障

害者雇用にチャレンジした方の話が本当に聞けたのもすごくよかったで

す。自分のこどもには無理かなと思いながらも話を聞いていたのですが、

これからこどもがどのような進路に向かっていくのかということを想像

しながら、もし一回駄目になったとしてもやり直せるというところと、

様々な人に頼って決めることができると聞けたので安心したところで

す。 

 

ご参加いただいた立場からのご意見、ありがとうございました。確認

なのですが、申し込みの際のアンケートというのは、参加者のアフター

フォローを目的とした相談書とは別のものでしょうか。 

 

恐らく山名委員がおっしゃったアンケートというのは、参加する際の

申し込みフォームのことかと思います。参加する方のニーズになるべく

添いたいと思いましたので、お子様の学年や所属、障害者手帳の有無、診

断内容や興味、関心のあることがどのようなことかということなど、回

答項目が多かったことや、また、第三部のブース希望も第一希望から第

五希望まで選んでいただくということもあってボリュームがあったと感

じる要因になったことかと思います。 

 

補足説明をいただき、ありがとうございました。山名委員からは、回答

するのが少し大変だったという思いもあってのご発言だったのでしょう

か。 

 

 そうですね。参加する段階では、まだどこを希望するかがわからない

という面もありました。 

 

 ありがとうございました。そうしましたら、特に希望なしという欄を

設けていただくのもよいのかもしれませんね。 

 

感想と質問がそれぞれ一つあります。まず、感想ですが、昨年度は小学

生の参加が多くて、私の手元の資料では六割となっております。昨年度
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事務局 

（障害者福祉課 

小松主査） 

 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

 

 

 

 

 

島リーダー 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

事務局 

（障害者福祉課 

大曽根主査） 

 

朝日会長 

の内容として、特別支援学校のことや、福祉的就労の事業所の説明会が

あったということもあるのかなと思いました。今年度は就労選択支援が

始まったこともあり、内容も実際に企業の方からのお話があったという

ことも、高校生の参加者が増えている原因ではないかと思います。二年

間の比較なので、傾向と捉えるのはまだまだ数が少ないとは思いますが、

やはりこちら側が何を提供するかというところでその情報を求めたい年

齢層が明確に見えてくると思いました。次に質問ですが、相談申込書に

ついて、相談件数や、もし差し支えなければ具体的な相談内容について

も伺いたいです。 

 

相談申込書については、各相談ブースのスタッフに渡しておきまして、

それぞれの地域の支援機関に繋ぐ必要がある方だと思った際にお渡しし

ていただく体制を整えておりましたが、結果としては一枚も提出はあり

ませんでした。その場で悩みが解決したという方もいらっしゃいました

し、中には既に支援機関に繋がっているという方もいらっしゃいました。

また、現状では漠然とした不安感がある状態であり、支援機関に繋がる

ことまでは求めていないということもありましたので、今回の試みとし

て用意をしておりましたが、実績はございませんでした。 

 

 ありがとうございました。そのほかはよろしいでしょうか。 

では、続いて障害のあるこどもの育ちと学びを支える連絡会議につい

て、ご質問、ご意見をお願いします。 

 それでは私からの質問ですが、アンケート調査で移行支援と地域支援

が課題であるということから、それについて学べる講習会を予定してい

るということですが、講師や講習会のスタイルについて、現時点で決ま

っている計画があれば教えていただきたいと思います。 

 

 講師につきましては、狭山市の社会福祉法人みのり福祉会児童発達支

援センターの柳沢様に依頼しております。現在、打ち合わせの日程等を

調整しております。内容については、地域支援をテーマとして講演を依

頼しましたので、今後、打ち合わせを進めていきたいと思っています。 

 

 ありがとうございます。その後に何かご参加者でのグループワークや

ディスカッションのような企画も想定されていらっしゃいますか。 

 

 講演をしていただいた後に、その内容をきっかけとしてグループワー

クのような形で意見交換会をする方向で準備を進めております。 

 

 

 ありがとうございました。それでは、現場の観点から、西委員さんから
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西委員 

 

 

 

 

 

 

 

島リーダー 

 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

狐塚委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

大石委員 

 

 

 

島リーダー 

 

もしご意見があれば伺いたいと思います。 

 

 東松山特別支援学校の校長の西と申します。４月から本校に赴任しま

した。以前は秩父市、その前は熊谷市内の小学校で通級指導教室をして

いました。資料を見ていて気になったのは、巡回相談支援チームメンバ

ーの中に本校のコーディネーターも入っていて、医療機関も入っている

ようですが、このチームメンバーについては、組み合わせをランダムに

して、当事者のニーズに応じてメンバーが巡回していくというシステム

でしょうか。 

 

 事前に巡回する学校に対して相談票をお渡しして、こういうお子さん

に対するアプローチ方法というような相談内容を事前に記入していただ

き、その内容に応じて事務局の方で各専門職、特にハロークリニックに

は心理士もいれば、理学療法士や言語聴覚士、作業療法士がいらっしゃ

るので、相談内容に応じて伺うメンバーを決めさせていただき、なるべ

く相談に添えるような人選をしております。 

  

 ありがとうございました。ほかに保育園や幼稚園のお立場から何かご

意見はございますか。 

 

私もこどもの育ちと学びを支える連絡会議の委員を約４年間務めさせ

ていただいております。その中で、少し困ったお子さんの事例のお話を

させていただくと、多くの方から連絡会議に協力していただいて、皆さ

んで意見を出し合いながら、その子に対してとても寄り添った丁寧な支

援をしていただいている姿も拝見させていただいております。３年程前

に、そういったお子さんを支える保育士の立場として、どうすればその

お子さんのよりよい成長に繋がるサポートができるのかという面で、連

絡会議の委員の皆さんと一緒に研修会を組み立てさせていただいた経緯

もあります。こういったところで一人ひとりに寄り添って丁寧に接する

ことができるとよいと思っておりますので、これからもどうぞよろしく

お願いいたします。 

 

サポーティブなご発言を頂戴いたしました。ありがとうございました。 

 

資料１４ページの家族支援の記載の中に、物理的及び心理的支援とい

う表現がありますが、物理的支援はどういった支援が該当するのかにつ

いて教えていただきたいと思います。 

 

主にサービスを利用することによって、ご家族の負担を軽減すること

につながるような支援を想定しております。 
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朝日会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（障害者福祉課 

大曽根主査） 

 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

今の話を受けて理解すると、サービス利用によってレスパイト的な側

面が出てきたりするので、時間的な負担や身体的な負担の軽減を通じて、

結果的にご家族の負担感を減らしていくということなのかなと思いま

す。そうした日々のケアによって、心理的な支援のみならず、身体的とい

う意味合いで、物理的な支援に繋がる代表格としてサービス利用が挙げ

られるのかなと感じました。 

私からの質問になりますが、東松山市の場合はこどもの発達支援を面

的整備で連携をしながら行っているということですが、１６ページに具

体的な相談事例の中に、医療機関への受診を紹介したが躊躇する様子が

あったという事例がありましたが、こちらの方が、医療機関への受診を

躊躇せざるを得ないと感じた理由について、差し障りがない範囲でその

要因を教えていただきたいと思います。 

 

資料が手元にないため、詳細な対応内容や経緯についてはこの場での

回答は難しいですが、前提としてこどもの発達相談窓口は保護者にとっ

ては一番踏み込みやすい相談の入口の場として機能しているため、その

次の段階としてアドバイスをもらいたいということで医療機関に相談す

る場合、何らかの診断が出るかもしれないという心理的なハードルがあ

ると思います。現時点では医療機関まで繋がりたいわけではないが心配

事があるので聞いて欲しいというような相談が寄せられることが多いた

め、医療機関の受診にまでは繋がっていないのかと思われます。 

 

丁寧なご説明をいただきありがとうございます。この事例のポイント

は、保健センターの心理相談で継続的にしっかりとフォローしていくと

いうこと、当然のこととして医療機関は面的な整備の中で重要な資源と

してはありますが、そこにどのように繋げていくかというところで、保

健センターのフォローが現在中核になっている理解だと認識しました。 

そのほかはよろしいでしょうか。 

それでは、続いて医療的ケア児者を支えるネットワーク会議について、

ご質問、ご意見をお願いします。 

  

 障害者の相談支援に携わっている中で、現在は直接的に医療的ケアが

必要な方の担当はしておりません。ただし、以前にレスパイトサービス

という事業に携わっていた際には、医療的ケアが必要なお子さんと一緒

に過ごした時期がありました。資料の２１ページに、母が兄弟の出産時

の受け入れ先の不足や難しさという記載がありますが、私も過去、実際

に下のお子さんが生まれる時、父が帰ってくるまでの間、ご家庭に伺っ

て医療的ケアのある方と一緒に過ごすという経験をしました。当時は資

源がなかったこともあり、このレスパイトサービスがそういった部分の
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朝日会長 

 

 

 

 

 

秋山リーダー 

 

 

 

朝日会長 

 

 

 

丹羽委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

 

 

 

 

 

支援を担ってきたように思っております。 

また、大人の場合、幼少期は医療的ケアの必要がなかった方が大人に

なって胃ろうを増設するというような過程を踏んでいる方が多いかと思

っております。なので、こどもの時代に必要な支援と大人の時代に必要

な支援が別な場合もありますし、逆に同じ場合もあるので、この地域で

暮らすということをどのように支えるかが重要なのだと改めて感じまし

た。 

 

 ありがとうございました。 

私からの質問ですが、２０ページと２２ページのモニタリング参加機

関について、ここで様々な社会資源がカバーしているかと思うのですが、

東松山市では医療的ケア児等コーディネーターはどちらの機関に所属し

ているのでしょうか。 

 

 医療的ケア児等コーディネーターは、総合福祉エリアと西部・比企地

域支援センターにそれぞれ一人ずつおります。その二人が医療的ケア児

者を支えるネットワーク会議の委員になっています。 

 

ありがとうございました。保健所や事業所の中でも研修を受けてコー

ディネーターをされている方もいらっしゃるので、東松山市は二人配置

して、しっかりと連携を進めているという理解ですね。 

 

朝日会長のご質問に関連しますが、私は埼玉県の医療的ケア児等コー

ディネーター養成研修の統括をしております。これまでは相談支援事業

所の相談支援専門員が受講することが多かったのですが、ここ最近、県

内各地で行政職や保健師の受講が非常に増えてきております。なので、

東松山市においても行政の方や保健センターの方にもコーディネーター

の研修を受けていただくと、対応にさらなる厚みが出たり、さらに質の

高い窓口になると思いますので、今後この連絡会議の中でも協議をして

いただいて、どんな体制にしていくのかをご検討いただけるとよいかと

思いました。 

 

ありがとうございます。私もその研修の一コマに講師として参加して

おります。医療的ケア児支援法の趣旨の中に、労働の分野で保護者の就

労が困難になるということだけにとどめず、ご本人の就労や社会参加を

どのように進めていくかという観点をテーマに加えていただいたってい

うのはとても心強く思っています。私の願いとしては、そういう内容も

含めて、厚みがある対応ということに繋がるとよいと思います。 

ほかにはよろしいでしょうか。 

では、続いて地域生活支援拠点等連絡会議について、ご質問、ご意見を



10 

 

 

 

 

 

 

 

南澤リーダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

南澤リーダー 

 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南澤リーダー 

 

お願いします。 

それでは私から質問ですが、施設入所支援施設３事業所に対して地域

移行についての意見交換を実施したということですが、各事業所からの

話の内容の傾向や、多かった意見についてご説明をいただいてもよろし

いでしょうか。 

 

傾向としては、受入体制のお話が出ていました。地域移行に向けて動

いていくということと併せて、もう一方では緊急時のショートステイが

入ってきた時に現状の利用者への対応もしなければならないということ

で、どのように進めていくかという話が、各事業者からの内容の中心で

した。その背景には、地域で生活していくことが必要なのであって、地域

に移行すること自体が目的ではなく、どこでどのように暮らしていくの

をいかに整理していけばよいかという内容を事業所の中でも話をしてい

る最中であり、そのための方向性がなかなか定まらないということを伺

いました。それぞれの事業者に私が伺って聞き取ったところでは、そう

いったお話でした。 

 

それぞれの事業所では、意思決定の支援の観点から、利用者への地域

移行に対する意向確認はどのように展開しているのでしょうか。 

 

事業所としては、利用者の個別支援計画の見直しの際に聞き取りをし

たり、相談員がモニタリングに来る際に立ち会って確認をしたり、また、

それらと並行して相談員が来た時にも立ち会って確認をしたりしている

ようでした。その中で、聞き取り回数が多くなってしまうことや、どのよ

うに聞き取りをしていくかが課題になっていると伺いました。 

 

ありがとうございました。この蓄積の中で、せっかく地域生活支援拠

点を面的に整備していこうということなので、もしかすると先駆的な事

例かも知れないですし、好事例かもしれないのですが、その辺りの意向

の確認が形骸化せずに本当にニーズに迫れるように、共有しながら組み

立てていくとよいのかと感じながら伺いました。 

もう一点、２８ページの資料にある東松山市で必要な「専門的人材」の

明確化について、もちろんこれは地域生活支援拠点という観点からだと

思うのですが、明確化はもちろん大事ですが、市役所への問いかけにな

るのかもしれないですが、それを裏付けるものがないと実際には難しい

のかと思います。財政的な裏付けや、支援技術の向上に対するサポート

なども含めて、具体的に明確化に向けた話は出ているのでしょうか。 

 

専門的人材の明確化に関しては、地域生活支援拠点においては当初か

ら強度行動障害と医療的ケアに関する内容が挙げられていたのですが、
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東松山市の場合、医ケアネットや行動援護連絡会などで関係する事業者

が集まって協議を行っています。こうした中、東松山市で求められてい

る専門的人材とはどういったものなのかの明確化も含めてヒアリングを

しているところがあります。例えば親なき後も含めたお金の使い方であ

ったり、中には障害のあるご本人とは別にひきこもりになっている兄弟

がいる家庭がいて、そのことはどこで相談をすればよいのかという話も

あったりします。なので、実際に聞き取りをしていく中で、東松山市にお

いては従来挙げられている専門的人材とは違った力が求められていくの

ではないかと思っています。 

 

 東松山の地域生活支援拠点の面的整備の中で、必要な専門性を探求し

ていくという理解ですね。よくわかりました、ありがとうございました。 

 

 先ほどご説明いただいた専門的人材について、ネットワークを作って

いく中ではグループホーム連絡会や行動援護連絡会という具体的な名前

が出てきています。一方、資料２８ページに記載があるような親元から

の自立に向けた一人暮らしへの移行ということを考えると、地域で暮ら

していく以上、専門職の支援者に囲まれているだけではないはずであり、

やはり地域の方たちとどのように繋がれるかということが、自治会の方

にもご参加をいただいている本協議会や、計画相談員という立場に求め

られていることなのではないかと改めて思いました。 

 

 ありがとうございます。ご家族の立場として、井上委員から地域生活

支援拠点の取組について、気がついたことや質問等があればぜひご発言

いただきたいと思います。 

 

 これから本人が地域で暮らしていく中で、様々な場面で専門職の方に

は本当にお世話になっていくことになると思うのですが、自分としても

まだ漠然としていて、どのようなことをどのように相談したらよいかが

わからない面があります。自分がもう少し年齢を重ねてからでもよいか

とも思ったのですが、お話をお聞きしていく中で、今のうちからイメー

ジを自分で作っているという段階です。また、先ほどの専門的人材とい

うところが私も気になったのですが、本人と接する時のことが一番気に

なっております。組織のことはもちろん大切だと思うのですが、前回の

会議でも発言しましたが、親にわがままに育てられたからという意見が

あったのですが、まず本人たちと接する方にはそういう目線でなく接し

て欲しいというのが一番です。親としてもそういう気持ちではなかった

ということをご理解いただきたいです。なので、そういうことも重ねて

考えていただきたいと思います。私も色々な話を参考にさせていただき

ながら、色々とイメージしていきたいと思います。 
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朝日会長 

 

 

 

 

 

 

 

狐塚委員 

 

 

 

ありがとうございました。面的整備というのは、それぞれの専門職や

専門機関が連携をして進めていくというイメージであり、それ自体は間

違っていないと思うのですが、そこに当事者やご家族の方がどうやって

入っていけるかということを常に念頭に置かないと、仕組みの話だけに

陥ってしまう恐れがあると理解しました。 

 今までの議論を含めて、特に令和８年度の後半の取組に向けて、南澤

リーダーの方で何かお気づきのことがあればご発言いただきたいと思い

ます。 

 

 井上委員の発言にもあったとおり、市内のある事業所の保護者の方々

に聞き取りをした中で、やはり何をどこに相談したらよいのかわからな

いという意見や、いつから親なき後の取組を始めればよいのかという意

見がありました。もちろん、グループホーム連絡会や行動援護連絡会な

どの既存事業所のネットワークからのご意見も参考にさせていただきた

いと思っているのですが、やはり当事者や保護者の方の意見も集めなが

ら取組を続けていきたいと思いました。ご意見をいただきましてありが

とうございました。 

 

ありがとうございました。 

そのほかはよろしいでしょうか。 

それでは、議事の（１）については以上とさせていただきまして、議事

（２）「具体的事例を通じて地域課題を考える～各取組に関連する実例の

共有～」についてです。まず秋山リーダーからご説明をお願いいたしま

す。 

 

―具体的事例を通じて地域課題を考える～各取組に関連する実例の 

共有～について報告 ― 

 

ありがとうございました。これは事例検討の場ではないので、このお

子さんはどうすべきだとかいうことではなく、一つのモチーフにして

様々な意見を出していただき、その内容を医療的ケア児者を支えるネッ

トワーク会議の中でまた統合化して色々なアイディアに繋げていただく

ということです。 

それでは、どのような切り口からでも結構ですので、本件についてご

意見をお願いしたいと思いますがいかがでしょうか。 

 

まず皆さんに３歳児の様子を皆さんにお伝えさせていただければと思

います。０、１、２歳児のこどもは大人と一緒に遊ぶことが中心でした

が、３歳児になると友達と遊ぶことがとても楽しくなったり、集団遊び
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朝日会長 

 

 

 

 

だったり、鬼ごっこなどのルールがある遊びが徐々にできるようになっ

てきます。また、言葉の発達も著しく、自分の思いや感じたことを言葉で

伝えられるようになっていきます。一方で、思い通りにならずに喧嘩に

なることも多々あるのですが、「嫌だよ」とか「やめて」とか、こういっ

た言葉も徐々に出てくるようになって、少しずつ相手の気持ちに気づけ

る年齢になっていきます。例えば、「ごめんね」と言ったら「いいよ」と

言って仲直りができてきたりします。また、行動面では、自分でお着替え

をしたり、食事の準備や片付けをしたり、身の回りのことを自分でやり

たいという気持ちが徐々に育っていきます。あとは好奇心がとても旺盛

で、「これは何」、「あれは何」と言っていろいろなところを触ったり、こ

の前はダンゴムシを取って匂いを嗅いだりして、「臭くない」と言ったり

して、そういったかわいらしい面もたくさんあります。 

そういったたくさんのことに興味が出てきたお子さんの中で一緒に過

ごすことは、やはりハードルが非常に高いと現場としては思っています。

ただ、こういった医療ケア児の保護者の方からも実際に私立保育園の園

長会を通してご相談をいただいて、私立保育園の中でも検討させていた

だきました。どうやったらお預かりができるのかということを園長先生

方でお話をしたのですが、やはり保育園は０歳から５歳児までのお子さ

んをお預かりしていて、年末年始以外は基本的には全て開所しなくては

いけないという中で、バリアフリーにしなくてはいけないという懸念と、

看護師に在園していただかないと保育士だけでは対応に不安があるとい

う見解があります。また、市や国県からいただいている補助金があるも

のの、保育園の運営状況は非常に厳しい状態でもあります。その中で、補

助金を人件費についても充当するのですが、看護師の人件費が出たとし

ても加配の保育士の人件費は難しいという面もあります。こういった面

や命を預かる重責、また、他のこどもたちが在園している中で、医療的ケ

アが必要な３歳児を受け入れたとして、安全にそのお子さんを卒園させ

ることができるのかということを重く考えると、なかなか受入が難しい

というのが園長会の答えでした。ただ、どうにかして保護者の気持ちに

寄り添えられればということで、この一、二年くらい、障害者福祉課の方

や秋山リーダーと連絡を取らせていただいたり、様々な方々との意見交

換の中で進めている事例ではあるのですが、なかなか難しい面がありま

したので、皆さんに何か教えていただければと思い、今の思いを伝えさ

せていただきました。 

 

ありがとうございました。厳しい状況の中でも前向きにご検討いただ

いている様子が非常によく伝わりました。一方で、３歳児を保育園でど

う受入をしていただくかということだけではなく、どうすればこのお子

さんの願い、医療的ケアがあっても同年代の友達と一緒に過ごしたいと

いうあまりにも当たり前の願いをどう考えるかが非常に大事になってく
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ると思います。幼稚園の立場として、池永委員さんから何かご意見はご

ざいますか。 

 

幼稚園の場合、対象年齢はどうしても３歳以上ということになるので

すが、対象年齢にならなくても親子で遊びに来て大丈夫ですと案内して

います。医療的ケアが必要なお子さんがいらっしゃれないわけではない

のですが、なかなかハードルが高いと感じているのかなと思います。た

だ、幼稚園に来ていただいて、お友達と接したり、親子で遊んだりする中

で、話をしたり、聞いてもらえたりすることで、こういう思いもあるのか

と理解すると、すっきりして帰られる方が多いです。ですので、幼稚園の

方でも、直接的な支援ということにはならないかも知れないですが、そ

ういう場合もあるのだということを理解していただきたいと思っており

ます。 

 

ありがとうございます。上野委員さんや松井委員さんの事業所は成人

の方が対象ではありますが、医療的ケアを必要とされる方への対応につ

いて、ご助言をいただきたいのですがいかがでしょうか。 

 

当施設に入所している中には、医療的ケアが必要な高齢の方がいらっ

しゃいます。本ケースの話を伺っていて、同年代と過ごしたいという当

たり前の願いがありましたが、過去に当施設では、大学のボランティア

サークルに定期的に来ていただいて、利用者との交流会のようなものを

開いていたのですが、利用者は非常に盛り上がっていました。これまで

は障害のある人ばかりと一緒に暮らしてきたので、若い人たちが来て一

緒に遊ぶという機会がほとんどなかったので、新鮮に感じたのではない

かと思いました。ただ、勝手な推測にはなりますが、これが毎日になって

当たり前になると、新鮮さがなくなって、色々な問題も生じるのかなと

も思っております。答えにはなっていないのですが、どのような場面を

設定して、それを積み上げていくというのかが重要なのかということを

感じながら話を伺いました。 

 

当事業所の利用者の中には、親の高齢化や癌などを契機として、片方

の保護者が亡くなってしまうというケースが実際に複数出てきていま

す。なので、これまでは支えられる側かと思われていた障害者が、今度は

自分が主となって親を介護していかなければならないという状況になっ

た時、障害者だからどうということが言っていられなくなって、色々な

ケースに直面しながらも向き合って、結果的にたくましく乗り越えてい

くという場面を目にします。その根底に、日中活動する場があって人と

触れ合うことができるから、自分を取り戻すという面もあります。 

当事業所の利用者には、視覚障害がある方で、白杖を付きながら通っ
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浅野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

てくださる方がいます。目が見えないということが信じられないくらい

素晴らしい作品を作られる方なのですが、その方が親元から自立いたし

まして、現在はグループホームで暮らしています。一歩一歩、自分の力で

自分らしく生きているというのも、恐らくこのお子さんと同じように当

たり前に暮らしたいという思いがあってのことだと思います。この利用

者の方も、色々なところに顔を出すようになって、今も明るく元気な顔

で毎日通ってくれているので、そういったケースも把握しております。 

また、先ほどどのように障害のあるこどもに接するかという話もあり

ましたが、私自身も障害のあるこどもの母であり、そのこどもも５０歳

になります。今後、親なき後を考えた時、地域の中で暮らしていく中では

自分で色々なことを解決しながら生活することになりますが、本人は言

葉の一つ一つの受け取り方が本当に繊細であり、難しいところです。事

業所を運営している中で、これまで一般企業への就労に結びついた人が

２０数名おります。その中で、当たり前に暮らしていくということが、ど

れほど大変で、どれほど多くの方からの支えがあって実現しているとい

うところをお伝えしたかったところです。 

 

ありがとうございました。それぞれ障害者と障害児で対象は違ったと

しても、医療的ケアを必要とする３歳のお子さんも、必ず発達をしてい

くという確信の中で、何が必要かということを考えていくことの重要性

を改めてご指摘いただけたと思います。 

 

まず、歯科の立場を離れての感想になりますが、医療的ケア児といっ

ても様々であり、意思の疎通が取れるけれども身体的なケアが必要なこ

ども、一方で、意思の疎通が取れなくて身体的なケアが必要なこどもも

います。この３歳児のこどもについては、みんなと同年代と遊びたいと

いう願いがあることから、恐らく意思の疎通は取れるけれども身体的な

ケアが必要なこどもなのだと思いますが、保育園であれば周りの子が本

来触ってはいけない場所を触ってしまうなど大人がついていてあげなけ

ればいけない時に、例えば本来はこどもを預ける場ではありますが、家

族が一緒にいてもよいという形にしてあげれば、望みは叶えられるのか

なというイメージで伺いました。これまでは学校でもたん吸引は医師と

家族しかできなかったのが、養護の先生も研修を受ければ可能になった

りするなど、医療的ケアをしてよい範囲が広がってきているので、周り

の環境にいる人たちがそういった研修を受講するなどして、こういうこ

どもたちが入れる場所が広がれると、同年代のこどもと一緒にいれる機

会が増えるのかなと思いながら聞いていました。歯科の立場からは、歯

科医に通えない子でも、例えば歯科医師会に依頼をしていただければ、

例えば定期的に自宅に伺って歯の掃除をするなどのコーディネートはで

きるので、特別支援学校の先生からも相談があることもありますが、全
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朝日会長 

 

 

山名委員 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋山リーダー 

 

 

 

 

朝日会長 

 

 

 

身麻酔で治療する医院も紹介できますし、日々のケアであれば、歯科医

師会から派遣してケアを行うことも可能です。 

 

専門の立場から環境の整備について、具体的にご示唆をいただきまし

てありがとうございました。 

 

医療的ケアが必要なこどもではなかったのかもしれないのですが、近

所に幼い頃から車椅子に乗っている家庭がありまして、近くの公園で初

めて会ったのがきっかけで、ずっと一緒に大きくなりました。そのお母

さんはすごくがんばって、お子さんに進ませたいところを一生懸命考え

て、色々なところに働きかけてきた姿を見てきました。その方をとても

尊敬はしているのですが、一方でこんなに頑張らなくても希望するサー

ビスが受けられる社会になってほしいなということも思いました。 

 

 医療的ケアのある子たちだけではなく、障害のあるこどもたちが地域

で育っていくのはどういうことなのかということは、これまでもずっと

東松山市の地域が考えてきていることだと思っています。それぞれのご

発言から伺った中で、例えば先ほど北中学校で特別支援級が４クラスあ

るということで、様々な学校でのご苦労があるかと思います。しかし、医

療的ケアのある子という認識ではなく、こどもが当たり前に地域で育つ

ために、まずはこどもがこの地域の生活者だと考えることを東松山市で

大事にし続けるということが非常に大切ではないかと改めて思いまし

た。また、保護者の方との対話という面でも、合理的配慮というものは、

訴えに対して全てを叶えてあげることではなくて、その方がどういうこ

とを訴えているかという対話から始まると聞きました。こうしたことを

考えると、本人の希望に沿うにはどうしたらよいのかという話し合いを

重ねていくことも、とても大事な取組なのだと思って伺いました。私か

ら何ができるかということは何の発言もできないことに力不足を感じて

いますが、こういったことをこの協議会の場で考え続けるということが

一番重要ではないかと思いました。 

 

 様々なご意見をいただきましてありがとうございました。本日、皆様

からいただいた意見やお話を持ち帰らせていただいて、個別のケースに

もなりますので、しっかりと本人の希望の実現に近づけていくための取

組に繋げていきたいと思っております。 

 

ありがとうございました。最後に、私の持論で申し訳ないのですが、医

療的ケアを必要とするお子さんはいても、医療的ケア児という人はいな

いというのが私の信念です。法律では、医療的ケア児支援法で定義され

てはいるものの、百歩譲って例えば聴覚障害者の方はいるというのは状
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４  その他 

事務局 

（障害者福祉課 

金子主任） 

 

丹羽委員 

 

 

事務局 

（障害者福祉課 

金子主任） 

 

 

柳沢部長 

 

事務局 

（障害者福祉課 

金子主任） 

 

態を示しているのでよいのですが、ケアを必要とする人というのは、ケ

アをする提供側からのカテゴリーになってしまいますので、そういう点

では、医療的ケア児者を支えるネットワークという名称は非常によいと

思っています。やはり、医療的ケアを必要とするそれぞれの方がいると

いうだけの話であり、その方々に対して何ができるのかということがス

タートラインになることが非常に大事だと思いました。 

 ほかに特にないようでございましたら、以上をもちまして、議事を終

了し、議長の役割からおろさせていただきたいと思います。ご協力、誠に

ありがとうございました。事務局にお返しいたします。 

 

 

朝日会長ありがとうございました。続いて次第の４、その他でござい

ますが、委員の皆様から何かございますか。 

 

 

― 「みんなで楽しむバリアフリー演劇 in東松山」についての情報提

供 ― 

 

ありがとうございました。 

そのほかはいかがでしょうか。 

 ないようですので、閉会にあたり健康福祉部長の柳沢よりご挨拶申し

上げます。 

  

― 挨拶 ― 

 

以上をもちまして、令和８年度第１回東松山市地域自立支援協議会全

体会を終了いたします。本日はありがとうございました。 

 

上記会議の顛末を記載した内容について、相違ないことを証します。 

令和８年９月２日              署名委員   上野 秀爾   

署名委員     狐塚 汐里      

 


